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  9︓30〜  9︓35

サントリープロダクツ株式会社 神奈川綾瀬⼯場
ABパッケージンググループ
吉武 寿也

旭化成株式会社 製造統括本部 川崎製造所
アクリル樹脂製造部 PMMA製造課 重合係
菊池 進太郎

⽇産⾃動⾞株式会社 横浜⼯場
第一製造部 アクスル・電動パワートレイン課
大矢 修平

サントリープロダクツ株式会社 多摩川⼯場
調合Cグループ
高木 康太

ジヤトコ株式会社 素形材⼯場
⼯務部 保全技術課
佐野 容士

サントリープロダクツ株式会社 榛名⼯場
包装Fライングループ
建入 一樹

株式会社プライムポリマー 姉崎⼯場
ポリオレフィン物流課
中村 基

昭和電⼯株式会社 川崎事業所
千鳥製造部 AX課
柳⽥ 誠⽃

サンデン・オートモーティブコンポーネント株式会社 生産本部
製造部 製造1課 1係
⽥部井 伸矢  大塚 龍也

サントリープロダクツ株式会社 天然水南アルプス白州⼯場
Fライン製造グループ
米⽥ 翔二

アイシン・エィ・ダブリュ⼯業株式会社 本社⼯場
製造部 第1T/C加⼯グループ
小石川 真也

三協⽴⼭株式会社 三協マテリアル社 射水⼯場
皮膜五課
塚原 洋一

アイシン軽⾦属株式会社 押出事業部
押出製造エンジニアリング部 機械保全グループ 班⻑
牧石 大地

東レ株式会社 石川⼯場
繊維製造部 第1生産課 第1製品掛
平加 達也

ソニーストレージメディアマニュファクチャリング株式会社 多賀城サイト
塗布メディア製造部 塗布メディア材料製造課
菅原 寛

株式会社デンソー岩手 電子デバイス⼯場
生産管理部 生産管理1課
小⽥原 祥

⽇産⾃動⾞株式会社 いわき⼯場
製造課
飯村 みくに

株式会社デンソー北海道
製造部 保全課 保全2係 2班
大友 理奨

16︓30〜
16︓50

高圧センサ合理化 Ｏリング吸着ミス低減による可動率向上
ライン⽴ち上げ当初より発生しているＯリング吸着不良のメカニズムをチーム一丸で解明し、⻑年苦労していた問題を打開、目
標の可動率85%を達成した事例を発表する。

東北･北海道 4
⼯務・保全

 16︓50〜17︓00                                  閉会あいさつ

15︓50〜
16︓10

将来に向けたウエハ原石の置き場とつらさカイゼン 〜新発想で収容効率と⼥性にやさしいを両⽴〜
生産量増に伴い収容⾯積・⼯数が増える中、会社⽅針と働きやすさを両⽴させるべく6mの流れ棚を横スライドさせるという常
識を超えた大胆な発想を形にした。すべて内製化に拘り、創意⼯夫を凝らした機構も満載の改善事例を発表する。

東北･北海道 2
生産管理

16︓10〜
16︓30

チョコ停撲滅による生産性向上 ~着座異常のゼロ化〜
総合設備稼働率および⽇々の生産計画達成悪化に大きく影響している設備のチョコ停異常に対し、設備の構造や加⼯の仕組みを
一から学びながら原因を追究し、対策することで慢性的に発生していた着座異常を解決した事例を発表する。

東北･北海道 3
運転・製造

 15︓20〜15︓30                                     休憩

15︓30〜
15︓50

混合⼯程 TPM活動 NEXT STEP 〜粉体撹拌⼯程 TPM第4ステップに向けて〜 私たちの職場は、記録メディア製品に使われる塗料を製造する⼯程を担当している。2014年から5S活動と⾃主保全の第3ス
テップまでを繰り返し⾏い、「三現主義」で着実に活動範囲を広げてきた。今回は、第3ステップのブラッシュアップおよび第
4ステップに向け「原理・原則」をもとに⾃分たちの設備の機能や構造を学び改善に取り組んだ事例を発表する。

東北･北海道 1
運転・製造

14︓40〜
15︓00

状態監視による⻑時間故障低減
N/Cバフ機において、故障低減活動を進め大幅に故障を低減できたが今だに故障が多く、その要因の分析、解析を徹底的に⾏
い、従来の定期保全から状態監視保全を採⽤し、N/Cバフ機の不具合による故障停⽌ロスを低減した事例を発表する。

北陸 3
⼯務・保全

15︓00〜
15︓20

東レ石川⼯場テトロン⾃動残糸処理機チョコ停改善 小集団活動にて作業効率化を掲げ活動を開始し作業分析した結果、本⾃動機に関わるトラブル処置作業時間が全体の30％を占
め、チョコ停処置に195分/⽇掛かっていた。そこで、発生頻度上位3項目の発生ゼロを目標に活動し、チョコ停処置時間195分
/⽇→25分/⽇に改善し、3.1百万円/年の効果（0.13⼯数削減）を得た事例を発表する。

北陸 4
運転・製造

14︓00〜
14︓20

良品条件確⽴によるチリ・バリ発生率低減 当社は、⾃動⾞内のエンジンの一部であるトルクコンバータとトランスミッションの開発・製造・販売を⾏っている。今回は、
トルクコンバータの部品の一部であるタービンダンパーを生産するラインの速度低下ロスの要因である、溶接時のチリ・バリ発
生率の低減活動に関する事例を発表する。

北陸 1
運転・製造

14︓20〜
14︓40

枠外し千鳥機のチョコ停の削減
設備の安定稼動と生産性向上を目指して、皮膜処理の枠外し⼯程で発生しているチョコ停原因の中の紐千鳥機によるチョコ停に
対して活動を⾏い、設備改善を進めた結果、紐千鳥機でのチョコ停ゼロを達成した事例を発表する。

北陸 2
運転・製造

13︓30〜
13︓50

樹脂袋包装機 ペレット噛込み対策 ポリプロピレンの樹脂袋への包装で、袋閉じ⼯程でのペレット挟まりによるシール不良が過去から発生し、作業増大等のロスが
生じていた。このロスを削減すべく、静電気に着目してメーカーと対策検討を⾏い、不良の発生率を大幅に削減した事例を発表
する。

関東 7
運転・製造

 13︓50〜14︓00                                     休憩

12︓50〜
13︓10

インバーターライン『はんだ機清掃時間』の短縮2nd 電動コンプレッサーの基板組⽴ラインにおける、はんだ機はノズル清掃時間が⽇々発生し、設備総合効率の向上を阻害してい
た。このため、ノズル清掃時間短縮を酸化物の発生源対策と清掃作業の標準化を基軸に物理的解析およびIE手法を活⽤すること
で、ロス低減を図った事例を発表する。

関東 9
運転・製造

13︓10〜
13︓30

充填機出口リジェクトミスゼロ化
Fライン充填⼯程で慢性的に発生していた「シンクロ出口リジェクトミス停⽌」の原因を高速カメラ撮影や加⼯点解析を活⽤し
て特定・改善することで、当該トラブル０化を達成した事例を発表する。

関東 10
運転・製造

 12︓05〜12︓50                                     昼休憩

11︓45〜
12︓05

AXプラント プロセス総点検 AXプラントは50年以上事業を継続しているが、運転員の世代も変わり、若年層が増えてきていることから、プロセスの安定化
とプロセスに強い⼈財の育成を目的としてプロセス総点検を⾏ってきた。本活動で、装置・プロセスの不具合個所の抽出と復
元・改善を⾏い、運転管理基準の根拠を学び、プロセストラブルの削減および運転のスキルアップを達成した事例を発表する。

関東 8
運転・製造

11︓05〜
11︓25

ICTミリ秒分析による圧延条件最適化 〜鍛造保全の限りなき挑戦〜
私たちは鍛造設備の保全部門として、予防保全の⾒える化を展開し、品質を含む設備の信頼性向上に取り組んできた。今回は旧
型鍛造設備の新部品⽴ち上げ時の成形条件設定に対してICTを活⽤し、難課題が解消できた事例を発表する。

関東 5
⼯務・保全

11︓25〜
11︓45

Fライン 垂直⽴ち上げへの挑戦︕ 〜ロールラベラー編〜 飲料の新設ライン導入に伴い設備の生産効率への影響が想定されたロールラベラーについて、他⼯場のMP情報収集と活⽤を図
り設備設計に事前対策を反映し、チーム一丸となって原理原則に基づいた加⼯条件表からの運転条件適正化を図り、設備の垂直
⽴ち上げに繋げた事例を発表する。

関東 6
運転・製造

 10︓35〜10︓45                                     休憩

10︓45〜
11︓05

濾過フィルター（A）使⽤品種前 切替時間短縮 製品Aは、フィルターを使⽤するため、生産前にフィルターのハウジングラインの洗浄を⾏う必要があり、切替時間を⻑く確保
していた。そのため、洗浄⽅法を改善し、フィルターを使⽤する場合でも、その他製品と同様の切り替え時間を実現した事例を
発表する。

関東 4
運転・製造

9︓55〜
10︓15

アクリルパウダー収率改善 装置内でのSR樹脂詰まりは、生産の遅延、異常品の多発、異常処置による作業負荷を増加させていた。30年以上対策も取られ
ずに問題を抱えていたSR生産⼯程について、設備とSR樹脂の特性から生産条件を⾒直し、新たな運転条件を確⽴した。これに
より系内の詰まりゼロ化ができ、生産ロスなどの悪さ解消を達成した事例を発表する。

関東 2
運転・製造

10︓15〜
10︓35

⾃主保全技能の復活と伝承 〜現場⾃主保全⼒のレベルアップ・設備総合効率の向上〜
若手や経験の浅い作業者が多い中、手強い設備を使いこなす難しさや、生産量が多く負荷が高くなるにつれて薄れた⾃主保全技
能の復活と技能を伝承することによって改善意欲を高め、結果として設備総合効率向上に繋げた事例を発表する。

関東 3
運転・製造

第49回全国設備管理強調⽉間(2021年度)改善事例発表⼤会 東⽇本開催（東北・北海道地域、関東地域、北陸地域）プログラム
※プログラムは変更する場合がございます

                                 開会あいさつ

9︓35〜
9︓55

ロールラベラー糊付異常による停⽌削減 清涼飲料生産時にラベル貼り付け⼯程でラベルが詰まり設備が異常停⽌する現象が発生していたが、設備と材料を詳しく調査し
現象が発生するメカニズムを解析するなど運転条件の改善を図ることで、ラベラーにおける糊付け異常停⽌削減に成功した事例
を発表する。

関東 1
運転・製造

■参加料
※1名につき1URLのお申込み

となります
※複数⼈で同時聴講する場合

は、必ず聴講する⼈数分を
お申込みください

※参加者数は全地域（東⽇本、
中部、中国・四国＆関⻄、
⻄⽇本）に適⽤します

※複数回に分けての申込みや、
請求書発⾏後にキャンセル
して申込みをやりなおした
場合、割引きは適⽤されま
せん

※会員ご入会の有無につきましては、下記HPにてご確認ください
（公社）⽇本プラントメンテナンス協会 https://www.jipm.or.jp/company/memberlist/
（一社）⽇本能率協会 https://list.jma-member.com/
■参加方法
・発表大会をＷＥＢ会議システム「Zoom」でライブ配信します
・参加は、オンライン聴講のみで、聴講にはＩＤとパスワードが必要です
・お申込みの翌週までに申込み責任者にご送付するURLのフォーム上で、

参加者名とメールアドレスをご登録ください
・テキストの頒布はありません

参加申込み規定・ご案内 MA1017

申込みサイト

第49回全国設備管理強調⽉間 関東地域実⾏委員 （2021年4月23⽇現在）
□委 員 ⻑ ⽇産⾃動⾞株式会社 和⽥ ⺠世
□副委員⻑ 旭化成株式会社 友浦 誠一郎

⽇産⾃動⾞株式会社 加藤 浩史
⽇本製鉄株式会社 吉⽥ 賢一

□委 員 サンデンオートモーティブコンポーネント株式会社 坂本 功
サントリー食品インターナショナル株式会社 岩渕 彰範
ＪＦＥスチール 株式会社 高根 一志
ジヤトコ株式会社 加藤 直樹
大⽇本印刷株式会社 松井 正⼈
株式会社高⽥⼯業所 仲村 公孝
東レ株式会社 武⽥ 光弘
富士フイルムエンジニアリング株式会社 小野 貴史
ボッシュ株式会社 重藤 祐二

第49回全国設備管理強調⽉間 北陸地域実⾏委員 （2021年4月23⽇現在）
□委 員 ⻑ アイシン軽⾦属株式会社 稲垣 稔之
□副委員⻑ アイシン軽⾦属株式会社 高岡 円

コマニー株式会社 佐々木 良⾏
□委 員 三菱ケミカル株式会社 井上 吉明

三協⽴⼭株式会社 舛岡 肇

第49回全国設備管理強調⽉間 東北・北海道地域実⾏委員 （2021年4月23⽇現在）
□委 員 ⻑ トヨタ⾃動⾞東⽇本株式会社 大島 三喜
□副委員⻑ ⽇本製鉄株式会社 塚本 克憲
□委 員 アイシン東北株式会社 佐々木 弘秋

ＪＦＥスチール株式会社 三国 正⼈
ソニーストレージメディアマニュファクチャリング株式会社 畑⼭ 仁志
株式会社デンソー岩手 鈴木 宏
トヨタ⾃動⾞東⽇本株式会社 石渡 靖敏

■参加申込み・参加料お⽀払い方法
・当会HPの専⽤申込みフォームよりお申し込みください URL︓https://www.jipm.or.jp/offer/    
・請求書は、開催2週間前より申込み責任者にご送付します。

振込手数料は貴社にてご負担ください
■お願い・お断り
・録音・録画・撮影、およびSNSへの投稿はお断りいたします
・1つのURLを複数⼈で使⽤することは禁⽌します。他者との共有はできません。

必ず聴講する⼈数分をお申込みください
・お申込み前にZoomを視聴できることを必ずご確認ください
「手順」より接続テスト→ https://support.zoom.us/hc/ja/articles/115002262083
・参加者側のネットワーク環境に伴う視聴の不具合に関して、当会ではその責任を負いかねます
・天災地変や伝染病の流⾏、聴講環境、輸送機関のサービスの停⽌、官公庁の指⽰など当会が管理できない事由

により大会内容の一部変更及び中⽌のために生じたお客様の損害については、当会ではその責任を負いかねます
・申込み責任者へ送付する情報（URLなど）は、適切に管理してください
・参加予定の⽅が当⽇参加できない場合は代理の⽅がご参加ください。

代理の⽅の参加も不可能な場合は、下記の規程によりキャンセル料を申し受けます
※キャンセルはメールのみで申し受けます（いずれも土⽇曜・祝祭⽇を含まれません）

開催当⽇および前⽇の取消し︓参加料全額 開催の2⽇前〜7⽇前の取消し︓参加料の30％
■お申込みの問合せ先
セミナー受付センター（株式会社アイ・イーシー内）Tel︓049-257-5409 E-Mail︓seminar@iecj.com
※当会ではセミナー・イベントの申込手続きに関する業務を株式会社アイ・イーシーへ委託しております
■⼤会内容の問合せ先
公益社団法⼈ ⽇本プラントメンテナンス協会 普及推進部 Tel︓03-6865-6081(3) E-Mail︓FUKYU@jipm.or.jp


